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ヨルダこ/

紹;紅収り)。

教育制度=と｡職業訓練事情

一=ｅ ＰＲＯＦＩＬＥ ●

趨　昧：釣り

スポーツ：剣道

好きな言葉：恩は遠くで返せ

格取得が重要であるようです。特に基礎教育

10年目に行われる高校入学説験及び大学入学

試験制度は、10代後半の記憶力が人生の「勝

ち組」と「負け組」を決定するような厳しいも

のです。したがって、大学卒業者は社会的認知

が高く、その他の人々は肩身の狭い思いをして

いるように感じました。図１から理解できるよ

うに学歴が社会的地位の評価に直結しており、

その価値基準は私たち外国人に対しても同じで

「君は修士か？　博士か？」と当然のように聞

いてきます。この様な高学歴志向は職業訓練軽

視につながり、訓練を受講する若者たちの意欲

をも低下させているように感じられます。

　３．ヨルダこ/における職業訓練の現状

　2001年の統計資料（STATISTICAL YEAR

BOOK 2001）によるヨルダンの人□は引8万

人で、万歳以下の人□比は39.6％と極めて高
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ちの帰国報告で（

　１．はじめに

　私は2001年４月から、ョルダンハシュミテ

工国にあるUNRWA（国連パレスチナ難民救済

機関）教育局本部の職業技術教育訓練部で

JICA長期派遣専門家として勤務しました。

　派遣の目的は、UNRW∧が運営する8施設の

職業訓練センターの機能［古］上で、具体的には口

本の職業訓練指導技法を導入することです。

　３年間の任期中にヨルダンで得た職業訓練に

関する情報を紹介します。

　２．ヨルダこ/の教育事情

　図川こ示すようにヨルダンの教育制度は基礎

教育が10年間で高校が２年間、その後短大及

び大学となっています。

　ヨルダンは高学歴志向が特徴で、その背禦に

はペルシャ湾岸諸国への出稼ぎを優位にする資



図１．ヨルダンの教育システムと職位の関係

く､今後も増力［］傾向にあると推測されています。

　また、基礎教育には1～10学年に11ﾜ万人

の児童が就学し、高校（2学年制）には1ﾜ万人

が就学しています。まさし＜教育の提供と雇用

の剔出が政府の緊急課題であり、職業訓練が果

たす役割はますます重要になります。

　現在ヨルダンで職業訓練を実施しているの

は、労働省傘下のＶＴＣ（ヨルダン職業訓練公

社）及び教育省傘下の職業高校、そして

UNRWAが主な組織です。残念ながら民間組織

の情報は手元にありませんが、ここで犬まかな

職業訓練の主観的な比較を紹介します。

　日本の職業訓練を100点として、UNRWAが

ﾂ○点、VTCは40点と評価しています。この比

較根拠は、日本とUNRWAに関しては私の現場
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観察から、VTOに関しては､」にAがVTCに派遣

している青年海外協力隊員からの聞き取りを基

に評価しました。

　比較の観点としては、訓練施設に勤務する

「職業訓練指導員の能力・資質」です。一般的

に訓練指導員に求められる能力・資質として

は、①各担当コースに関する専門的能力　②指

導する能力　③生徒への教育的姿勢（公平、意

欲の啓発、就職相談など）が挙げられます。

以上の３点を３者比較してみましょう。

　①専門性（指導員の生い立ち＝資格制度）：

ａ）日本＝職業訓練指導員は「職業訓練指導員

免許」を名和道府県知事から公布を受け、一定

の条件を満たしています。

ｂ）ＵＮＲＷＡニ慣例的に傘下の訓練センター

グμ－バルλづぐり第83号vol.22 No｡1
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⑤朧謳ぬ松沢⑥

卒業生の中から２年以上の民間企業就業経験者

を指導員として採用します（パレスチナ難民へ

の雇用機会拡大が目的）。

ｃ）ＶＴＣ＝最低高卒以上で企業での勤務経験

（年数？）を百する者とし、可能な限り高学歴

者を採用しようと試みてい才すが、職種によっ

て異なります。

　②指導性（検証こ==指導法の修得）：

ａ）日本＝「職業能力開発総合大学校」の卒業

生は４年間の就学期国に指導法やカリキュラム

編成法を修学し、４年時には訓練施設にて実務

実習を通して指導法を学んでいます。民国企業

から指導員になる場合、拐道府県知事が指導員

として認可する条件に「∠旧時間講習」で指導

法学習が義務づけられています。また、採用後

に「職業能力開発総合大学校」にて新任者研修

等のコース受講など再教育の機会が用意されて

います。

ﾋ））ＵＮＲＷＡ＝学歴にもよるが、大卒の場合

１年間、その侑は2年間の新任者研修プロゲラ

建築コースの訓練風景

ムが用意されており、平常は指導員業務を遂行

しながら計画的に指導員研修を履修します。

ＯＶＴＯ＝指導員として採用された後、特定

の訓練施設で｜～２週間の指導員研修を履修し

ます。

③教育的姿勢（生往への就職相談の対応や訓練

受講意欲啓発など）

　ここで論点となるのは「指導員の役割」です。

　口本の場合、規則として決められているわけ

ではないが、訓練生からの就職相談は、指導員

の日常的な役割となっています。

　そのために、指導員は就職企業と理想的な連

帯関係を保っており、就職活動に対して、企業

の特徴と訓練生の希望を調整する橋渡しをして

います。

　このことは、指導員にとって企業からの訓練

の要望（ニーズ）把握の意義とともに、訓練生

に対して「企英二－ズ」を反映した効果的な指

導につながっています。

　もちろん、訓練形態によって施設に専門の就

職相談担当者や学務課がありま

すが、最も効果的なのは訓練生

各個人の能力や姿勢を熟知した

指導員が相談を受け、助言する

ことで訓練生との良好な信頼関

係が築かれます。したがって訓

練生の訓練受講意欲が高く保た

れています。

　ＵＮＲＷＡでは、少数の担当者

が1､000人近い訓練生と求人企

業の対応に追われ厳しい状況で

す。指導員は役割としての直接

ブローﾉ誹リいブぐり第83号vol.22 N0.1
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的な就職指導はしませんが、卒業前のＯＪＴ

（企業での実務実習）を企業と訓練生の問で調

整することにより、問接的な就職指導の役割を

果たしています（＝肯田刈り）。

　VTCの訓練施設の状況は把握していません

が、現場に派遣された協力隊員（複数）の話に

よると「訓練生の中には勤勉意欲の無い者も少

なくなく、そうした彼らの意欲をいかに引き上

げるかが最大の課題である」と報告しています。

　私もマルカにあるＶＴＣ傘下の訓練施設で、

指導員（ョルダン人）が遅刻した訓練生を棒で

叩＜場面を目撃したことかおりますが、暴力が

効力を示すには指導員と訓練生が親子（厳父と

貝子）のような人間関係（信頼）が必要です。

　暴力の背景には「この子だらけ頒が悪いから

…」という指導に対する諦めが見えます。この

状況で訓練生を公平に扱い、就職の相談を引き

受けている指導員は少ないと推測します。

　以上の観点（指導員の役割や訓練に向かう姿

勢）が評価を100:ﾂ○:40とした背景です。

　同じヨルダン国内の職業訓練施設でもＵＮＲ

ＷＡとVTCの職業訓練を比較する時、ﾜ○:∠LO

という大きな差が確認されます｡その背景には、

次の点が考えられます。

∩国際機関のＵＮＲＷＡは日本をけじめ、多

＜の国から職業訓練関係者を指導者として受け

入れ、組織運営や人材育成、指導法の普及が進

んだこと。

２）一般的に、労働意欲（モチベーション）の

高さ（働き甲斐）は、給与と昇格（出世）が大

きく関係しています。事例を挙げればＵＮＲＷ

グμ－バルλづぐり

Ａの職業訓練施設指導員はＶＴＣ指導員より２

～３倍も多＜の給与を得ています。誰しも、高

い収入を得ることと、貿の高い労働力の提供と

その評価を期待するものでしょう。

　残念ながらこの差を埋めるための私たち援助

する側から任国スタッフヘの勤労意欲向上の働

きかけ（支援）は簡単ではありません。その背

景にあるものは文化や宗教、労働観など多＜の

価ｲ直観が複雑に絡み合っているからです。

　現在、ヨルダンで最も重要な課題は「基礎教

育改革」にあると考えます。職業訓練という現

場を例に取れば、基礎教育における運動機能や

感覚（センス）を伸ばす教育が提供されていな

いことで、訓練生として初めて取り組む製図や

実技・実習（¨ものづくリ”）に必要な感覚（セ

ンス）が日本人に比較して備わっていないと言

われます。

　仮に小学校で適切な体育、音楽、図工などの

教育が提供されているならば、より高い身体能

力や忍耐力そして応用力を基盤として咎職業コ

ースの受請効果も高まるものと考えます。

　　４．労働観

　　ヨルダン人との労働観の相違について、こば

　れ話として紹介します。

　　「究極的な仕事とは楽して稼げる」ことに尽

　きると思います。

　　日本の生産システムも省力化や自動化により

　「より良い物を、より安＜、より安全に」が目

　的で、究極的には「楽して稼げる」ための努力

　目標ではないでしょうか。
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言⑤⑤言説謳収

　これは現地の人から聞いた詣ですが「日本人

は勤勉で自動車や電子機器などの開発は素晴ら

しい。でもヨルダン人の労働に開する考え方は

少し追っている。もともとョルダンには楽して

檀げる仕事が二つあって、けとつは羊の放牧で

砂漠地帯で草を求めて移封する方法、苦労はあ

るものの放牧そのものは子供が一人で50頭ほ

どをのんびりと移動させれば家族を養っていけ

る。もうひとつはオリーブ栽培である。年に２

回ほど手をかければ勝手に実がなって家族を養

える」といいます

　一方、日本には四季があリ「備えあれば憂い

なし」の言葉どおり、暑い夏や寒い冬を快適に

過ごすための衣食住に工夫が必要です。その工

夫は開発への達成感や競争力となって勤勉な日

本人のアイデンティティとなっているように思

えます。

　もちろんイスラムという宗数的背景も労働観

の差に大き＜影響しているでしょうが、ヨルダ

ン人やパレスチナ人に対する協力現場で戸惑う

場面にはこのような労僅観のちがいを理解して

おく必要があると感じました。

　５．最後に

　私のヨルダン生活は、ニュ一ヨークの同時多

発テロ事件、英米を中心としたアフガニスタン

侵攻、イラク戦争、そして途絶えることなくま

すます泥沼化していくパレスチナ紛争など、ど

の出来事も中東地域の生活に不安を与えるもの

ばかりでした。そのような話題や日本人のアイ

デンティティに関する個人的な意見を書きとめ

たものをホームページ

（

）で紹介し

機
械
コ
ー
ス
の
訓
練
風
景

-

ています。拙い記事ですが、中東やイスラム世

界に興味のある方は是非ご覧下さい。

グ1=7－バンZ･λづぐり第83号vol.22 N0.1

　　　　　　　圖


	page1
	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1


